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一問一 「作曲」とは「ぼく」にとってどのような行為であるか、問題文の冒頭から説明さ

れています。音楽がからだにあふれてくるように感じられ、「喜び」に満たされるという点

を含む選択肢エが正解となります。 

問二 傍線部②は、「女の子」から初めて送られてきたメールを「木の葉がはらりと舞いお

りてきた」と象徴的に表現している部分であり、しかも問題文全体を読むと、この詩（「言

の葉、落ち葉」）が「ぼく」と「女の子」をつなぐきっかけにもなっています。その 2 点を

考え合わせて正解を選びましょう。 

問三 「言の葉、落ち葉」の詩の解釈に関する問題。「忘れられて/行くところのないことば」

（10～11 行目）とあるので、発せられた言葉がどこにも届かず「行き場を失」っている様

子を想像してほしいです。選択肢イを選んだ人が多かったですが、「ことば」そのものが「力

を失って」いる状態とは異なります。 

問四 「メッセージ」と「詩」のちがいがよく理解できていました。正答率が高かった設問

です。 

問五 問題文中に新美南吉の童話「手袋を買いに」が挿入されています。ここでは「にんげ

んはきらいです」という女の子の言葉から、「ぼく」が人間を恐れるきつねを連想している

点に注目しましょう。「女の子」が孤立した状態に置かれていることを読み取ってほしいと

ころです。ウの「一人で生きていこうとする強い意志」やエの「どうあがいても助からない

あきらめ」までは、この段階では読み取りにくいでしょう。 

問六 「曲がやってきた」を具体的に説明する問題です。傍線部の前を踏まえて、彼女をな

ぐさめたり、はげましたりするために作曲した、というまとめ方の答案が多かったですが、

「女の子」の詩に影響を受けている点に触れていなければ不十分です。傍線部の直後「この

詩が、～くれたんだ」がヒントになりますが、このまま書き写すだけでなく、「女の子」の

書いた詩が「ぼく」に曲を書かせる力を持っていた、という点をまとめて書きましょう。 

問七 「返事が届いた」につながるように空欄の言葉を選ぶ設問。繊細な語感を問う難しい

問題ですが、問二の傍線部②「木の葉がはらりと～」で、「木の葉」が手紙やメールを表す

ことに気づければ、正解を選べます。 

問八 詩の表現技法を問う設問。傍線部⑦が「倒置法」になっていることに気づけば正解を

選べます。 

問九 「女の子」から贈られた詩（「花をあげたい」）を読んだ感想にあたる言葉が空欄に入

ります。詩の内容を踏まえて、詩の中の言葉で探すと「大きな花束」（五字）となります。 

問十 「ぼく」と「女の子」がやりとりするメールを「地球通信」と名付けています。「こ

とば」と「音楽」という、異なる表現方法でお互いに「変換」し合っている点、アメリカと

日本という距離を隔てて交わされる通信である点を解答に盛り込んでまとめましょう。「文

中の言葉を使って」という指示があるので、傍線部の直前の言葉を生かすと良いでしょう。 



二 問一 傍線（１）の後に「いろいろな場所に、いろいろな生きものが住んでいることが

『生きものの賑わい』のポイント」とあります。 

問二 比喩表現がどのようなことをたとえているか選ぶ問題です。傍線（２）を含む段落か

ら、「それぞれの種を飛行機のリベット」にたとえて、「生態系を飛行機に」たとえているこ

とがわかります。さらに、傍線（２）の直前の「種が絶滅することは一つの留め金具が外れ

ることで、全体の健全性を損なう」という部分と関連させて考えましょう。 

問三 傍線（３）の直後だけではなく、傍線（３）を含む段落の次の段落も関わる問題です。

傍線（３）を含む段落の次の段落の冒頭に、「生物種の絶滅を防ぐべき理由は生態系の健全

さを維持すべきだからであり、しかも現在の生物種の絶滅はスピードが速く人間活動が原

因となっているので、生物種の絶滅を防ぐ責任が人間にある」とあります。現在の生物種の

絶滅は人間活動が原因であることと、生態系の健全さが維持されるべきであることをまと

めましょう。絶滅の「滅」を「減」と書き誤る場合がありました。本文中の漢字を正しく書

くように注意しましょう。 

問四 接続後を選ぶ問題です。空欄の前後の文章の流れをつかみましょう。空欄Ⅰの直後に

は具体例が述べられています。空欄Ⅱの語は前後を逆説の関係で結んでいます。空欄Ⅲの直

後にはそれまでの内容をまとめたことが述べられています。 

問五 文のつながりを内容に従って正確に読み取る問題です。空欄ⅰの直前に「ポイントは

気候が変化していることにあるのではなく」とあります。この前でも気候の変化について述

べているので、エを選びます。また、選択肢の文末に注目すると「～せいだ」で終わるのは

ウだけなので、空欄ⅲはウを選びます。ウの「そのＣＯ２の増加」が指すのは、アの「過去

に例がないほどのＣＯ２が蓄積してい」ることなので、空欄ⅱはアを選びます。イの内容は、

空欄の前後の内容や本文の内容とは関係ありません。 

問六 意味段落の内容を正確に読み取る問題です。空欄Ａを含む意味段落では、「将来の世

代」「将来の人々」の話題を取り上げています。 

問七 傍線（４）を含む意味段落の最後に「種の絶滅は文化や歴史の断絶にもつながるので

す」とあり、筆者の主張がまとめられています。問三と同様に絶滅の「滅」を「減」と書き

誤る場合がありました。 

問八 傍線（５）の後に、「絶滅危惧種」の例である「アマミノクロウサギ」について述べ

られています。「アマミノクロウサギ」の絶滅を防ぐために「ノネコの大量捕獲」が行われ

ました。一方で同じネコなのに「飼い猫の場合は殺処分が非難され」ています。これらをふ

まえると正解はアになります。 

三漢字の正答率が約 7 割で、言葉を知らないことによる失点（「皮革」、「沿道」など）が多

かったです。普段から漢字で書く習慣をつけたり、意味を考えながら言葉を使うようにした

りすると良いでしょう。 


